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理事長あいさつ

人と人がつながる体験を糧に
第１０期「協同を学ぶ」インターンシップを終えて

第１０期つながりインターンシップ＠協同にご協力いただいた皆様に心より感謝申し
上げます。２０２３年度は、感染症の影響も減り体験実習を中心に行うことが出来まし
た。協同組合と社会的企業の１６団体の受け入れにより、８大学１７名の学生が協同組
織の理念や仕組みを学びました。

体験プログラムの内容は、キックオフ企画の際に、学生チームと受け入れ団体との対
話で決定し、主体的な関わりを作る事が出来ました。受け入れ団体も、働く事の意味、
何を目的にしてどんな生き方をしたいのか。学生と共に考える機会となったのではない
でしょうか。

さて、学生チームメンバーは、協同組合についての事前学習や社会人になったイン
ターン修了生との交流会へ参加することで、受け入れ団体での現場や講義が理解しやす
くなったと思います。また、チームで報告書をまとめ、発表するための準備も含めたや
りとり自体がお互いの関係性をつくり、働く前提としての人間関係を結ぶ体験にもなっ
たのではないでしょうか。

そして、協同組合や社会的企業の目指す姿を知り視野を広げ「仕事とは」「働くと
は」について考え、つながり、助け合うことの重要性に気付くことが出来ました。ここ
で得た仲間やつながりを大切にこれからの学生生活を過ごしていってください。

インターンシップ修了おめでとうございます。

２０２３年１２月３１日

一般社団法人くらしサポート・ウィズ
理事長 吉中 由紀
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つながりインターンシップ
＠協同とは

企業による学生の早期選抜のためではなく、協同組合・社会的企業の理念や仕組み、そして
協同をベースとした経済の存在を大学生に学んでもらうことを主目的としています。受入団
体での職場体験実習後の「修了報告会」では、大学生が自らの言葉で受入団体の特徴を説明
し、学びや気付きを報告します。

対 象 学 生 ：大学生、大学院生（学年学部不問）
受 入 団 体 ：協同組合や社会的企業など、助け合いや持続可能な

社会づくりに取り組む組織
受入日数・人数：大学の夏季休暇中のうち３～５日間、各グループ２～３名を受入

＜大学生の意見を反映＞
９年来、修了生からの意見や要望を受けて、
プログラムを改善してきました。
現在は、インターンシップ期間中の実習内
容や学生同士の交流会、修了報告会は、参
加学生の意見が反映される仕組みになって
います。

＜多様な協同組合・社会的企業が参加＞
若い世代に協同の大切さを伝えたいという
想いをもった団体が参加しています。
主催団体である（一社）くらしサポート・
ウィズをハブとして、農協・生協・労協・
協同組織金融に加え、社会的企業の連携に
よって成り立っています。

・職員らに「話を聞き入れられる体験」を経
て、大学生が自己肯定感を育むことができる
・協同組合等の理念と仕組みを知り、生き方
や働き方の選択肢が増える

・多種多様な団体同士の交流の場になる
・大学生との対話や交流を通じて、
職員も自らの組織の理念や社会的意義を
顧みる機会になる

つながりインターンシップ＠協同の特徴

大学生の自己肯定感を育む

職員への教育効果

「学ぶ」ことに焦点を当てたインターンシップ
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2023 OVERVIEW

8 17

参加大学数 参加学生数

大学 学部 学生数

京都大学 農学部 １名

駒澤大学 経済学部 １名

産業能率大学 経営学部 １名

東京家政大学 栄養学部 １名

日本大学 生物資源科学部 ２名

明治大学
経営学部 １名

政治経済学部 ２名

目白大学 社会学部 ３名

立教大学

コミュニティ福祉学部 ３名

社会学部 １名

文学部 １名

＊学年別：３年生１４名、２年生 ２名、１年生１名
＊性別：女性１４名、 男性３名

参加大学一覧

フードロス
エシカルな消費
持続可能な農業
耕作放棄地問題
非正規雇用
ジェンダー格差
若者の貧困
若者の自殺
いじめ（加害者・被害者の心理と居場所づくり）

児童虐待
児童館の運営
東京一極集中
地域のつながりの希薄化
移民・難民問題
発展途上国の女子教育

学生が関心を持っている社会問題
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16

受入団体数

受入団体および実習内容一覧

25

窓口担当
職員数

3

１団体あたりの
平均実習日数

グループ 団体名 実習
日数

内容

生活協同組合
グループ①

生活クラブ生協・東京 ６日 講義、配送業務・店舗業務の体験、福祉
施設実習、農作業体験等

生活クラブ生協・神奈川 ５日 講義、職場見学・職員との懇談、配送添
乗、生産者交流会、ワークショップ等

生活協同組合
グループ②

パルシステムグループ
（2023年度は連合会、東京、埼
玉）

３日 商品に関する講義／試食、配送添乗、
ワークショップ等

農業協同組合
グループ

・ＪＡ神奈川県中央会
・ＪＡさがみ

３日 講義、一般企業とコラボしたイベント運
営補助、金融店舗／直売所訪問

労働者協同組合
グループ

労働者協同組合ワーカーズコー
プ・センター事業団

５日 働くことや生き方に関するワークショッ
プ、現場訪問等

・ワーカーズ・コレクティブ・
ネットワーク ジャパン
・ワーカーズ・コレクティブ・
キャリー

２日 会員ワーカーズ・コレクティブでの配送
添乗、ワーカーとの懇談等

協同組織金融
グループ

城南信用金庫 ５日 営業店訪問、取引先訪問、本部部署での
実務体験等

全国労働金庫協会 １日 学生から労金協会への提案型ワーク
ショップ（オンライン開催）

社会的企業
グループ

ＮＰＯ法人ＡＰＬＡ ３日 民衆交易バナナをつかった小学生向け
ワークショップの準備・運営

・全国食支援活動協力会
・ふきのとうの会

３日 イベントへの参加、配食ボランティア体
験、役員へのヒアリング等

ＮＰＯ法人ユースコミュニ
ティー

３日 ボランティアスタッフの現状分析、活動
者会議の運営補助等

＋実習現場職員多数！ ＋全体イベント４日
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主な年間スケジュール
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全体会イベント報告

７月８日にオンラインで開催しました。イン
ターンシップに参加する学生１７名と、１６の受
入団体の職員の方々が一堂に集まり、お互いに自
己紹介をしたり、実習日程や内容について自由に
話し合いしました。
初めての顔合わせでしたが、学生たちは前向き

な学びの意欲をもっており、また、受入団体は例
年通り学生たちの学びのために惜しみなくご尽力
くださる姿勢を見せてくださり、和やかな会とな
りました。

キックオフイベント

７月２９日にオンラインで開催しまし
た。講師には、愛知学泉大学の近本聡子
さんと生協総研の三浦一浩さんをお招き
し、それぞれ調査手法のレクチャーと協
同組合・社会的企業の概論をお話し頂き
ました。
非営利・協同を始めて学ぶ学生たちだ

けでなく、既に協同組合の研究をしてい
る学生たちにとっても、実習で何を学び
取るのかを考える機会になりました。

事前学習会

９月９日にワーカーズコープ連合会本部の会議
室をお借りして対面開催しました。過去の修了生
を含めた有志の「企画学生」が、交流会の企画を
考え、当日の運営も担ってくれました。
ワールドカフェ方式で、学生から社会人へ「は

たらくこと」にまつわる様々な質問をすることが
できました。既に社会人になった過去の修了生も
参加してくれました。

学生交流会

さ

１０月２１日にワーカーズコープ連合会本部の会議室をお借りして対面開催しました。学生た
ちの修了報告は、学生たちが自分たちの言葉で「協同組合や社会的企業とはどのような存在なの
か」を表現していたことが印象的でした。受入団体の職員に加え、過去の修了生やつながりイン
ターンシップに賛同する実践家や研究者もご出席くださり盛会となりました。

修了報告会
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グループごとの成果

各グループの成果は次ページ以降に、次の順番・内容で掲載します。

掲載順
・生活協同組合グループ①（生活クラブ生協）
・生活協同組合グループ②（パルシステム）
・農業協同組合グループ
・労働者協同組合グループ
・協同組織金融グループ
・社会的企業グループ

各グループの内容
-参加学生メンバー
-実習先・実習内容／受入団体より一言
-参加学生の感想
-受入担当職員から学生へのメッセージ
-修了報告資料（修了報告会で学生が使用したパワーポイント資料）
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生活協同組合グループ①

実習先：生活クラブ生協・東京

ＤＡＹ１ ８／２８ 理事長講義、生活クラブ生協の理解（福祉事業、食育の取
り組み、配送センターとデポー（店舗）業務等）

ＤＡＹ２ ９／４ 高齢者施設「悠遊」での実習

ＤＡＹ３ ９／１１ 共同購入の店舗業務を体験

ＤＡＹ４ ９／１４ 援農ＮＰＯ「たがやす」での農作業体験

ＤＡＹ５ 配送センターで配送車に同乗し配送補助（日にちは学生により異なる）

ＤＡＹ６ まとめ講義（１０月）

実習先・実習内容

実習先：生活クラブ生協・神奈川

ＤＡＹ１ ８／２２ 理事長講義、生活クラブの理解：「生活クラブの運動と事業」
から消費材を学ぶ（講義と試食）

ＤＡＹ２ 職場見学、職員との懇談、生活クラブの理解：「生活クラブの運動と事
業」から参加型福祉とＷ.Ｃｏ運動を学ぶ（講義とディスカッション）

ＤＡＹ３ ９／６ 仕事体験（配達添乗）

ＤＡＹ４ ９／１２ 生活クラブの提携生産者との交流会、ワークショップ

ＤＡＹ５ ９／１５ フードバンクかながわボランティア体験、振り返り

受入団体より
前回はまだコロナの影響があり、保育園が受け入れできない状況でしたが、今年度は予定して

いた全てのプログラムを無事に実施することが出来ました。農作業体験、配送添乗などフィール
ドワークも含まれていましたが、概ね天気にも恵まれました。全体の人数は若干減少したとのこ
とでしたが、他の団体の報告も含め参加された学生の皆さんの個性が表れていて興味深く報告を
聞かせて頂きました。学生の声として社会に出て働く不安が協同組合の活動を目の当たりにして、
前向きな意識に変わってきたということが話されていたことが嬉しく感じました。こちらとして
も良い刺激を頂き、今後の活動に活かしていければと思います。

（生活クラブ生協・東京 伊達）

受入団体より
何のために働くのか、どんなふうに働きたいのか、それは「自分はどう生きるか」に繋がって

います。今年も、「協同」や「社会的事業」に関心を持って参加してくれたおおぜいの学生さん
に会えてうれしかったです。

（生活クラブ生協・神奈川 一政）
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参加学生の感想

農学部３年生

生活クラブさんのインターンシップに参
加し、生活クラブさんが思っていた以上の
社会的な取組を多岐に渡ってされているこ
とを知った。消費材を組合員の方に届ける
だけではなく、参加型福祉やフードバンク
事業、持続可能なエネルギーを供給する生
活クラブエナジーなど、様々な事業を行っ
ている。

また、これらの取組は社会課題に対応す
るために生まれたものである、というとこ
ろに生活クラブさんの性質が強く現れてい
ると感じた。これらの取組の中で、私は特
に生産者の方々との関わり、公正な価格形
成に興味を抱いた。というのも、私は農業
経済を学ぶ中で、現代の価格形成の方法で
は、農家の方に充分利益が届いていないこ
とを知り、その解決策として、生活クラブ
さんがコメ農家の方と価格交渉を行い、お
互いの合意のもとで価格形成を行っている、
という話を聞いたからだ。

インターンシップに参加し、実際に公正
な積み上げ式の価格形成が行われているこ
と、組合員の方と生産者の方との距離が近
いこと、組合員の方の適正価格への理解が

これらを可能にしていることを学ぶことが
できた。

生活クラブさんのインターンシップに参
加し、一番大きな収穫は、自分も職員、組
合員の方々のように、より良い社会に向け
てできることに取り組みたい、と自然と思
えるようになったことだ。

また、インターンシップで関わってくだ
さった方々は学生である自分たちにも真摯
に向き合ってくれ、やさしく丁寧で、自分
の仕事、所属する組織に誇りを持っておら
れ、そのような方々と実際に接することが
でき、自分の将来の理想の社会人像、とい
うものについても考えることができた。

今回のインターンシップで、生活クラブ
さんでの体験に加え、他の団体のインター
ンシップに参加された方々の発表を聞く中
で、協同や相互扶助のこと、よりよい社会
に向けてなにができるか、ということにつ
いて自分なりの考えを深めることができた。
最後に、今回関わってくださったすべての
方々に感謝を述べて、感想の締めくくりに
したいと思う。

生活協同組合グループ①
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栄養学部２年生

私は今回のインターンシップを通して
「働くとは」というお題に対し、「繋がる
こと」という答えを自分の中で導くことが
できました。

１日目「ガイダンスと座学」 生活クラ
ブについての知識や実施されている様々な
活動について学びました。生活クラブの消
費材はどのように作られているのか、どの
ようなこだわりが込められているのか知る
ことができ、生産者と消費者のつながりが
あるからこそ消費材が作られているのであ
り組合員と生産者のお互いの努力がなくて
は成り立たないものだと思いました。

２日目「デポーせたがや」 品出し・陳
列、野菜・魚の袋詰めなどを行いました。
働かれている組合員同士の会話を聞くと、
「○○の値段どうしようか」とその日の消
費材の状態によって価格を決めていて責任
のある仕事だと思いました。また「このお
菓子美味しかった」など実際に消費材を利
用してるのだと分かりました。

３日目「悠遊」 利用者と会話やゲーム
などを行いました。ご自身の住んでいる地
域の高齢者施設を利用できることから地域
との結び付きの強さを感じました。また、
利用者の食事を実際に見ること、食べるこ
とができて良かったです。

４日目「たがやす」 種まきや堆肥作り
を行いました。都市型農園としての農園の
活用方法や作物を作る上でされている工夫
について説明をしていただきました。作業
をされている方は高齢の方が多く、若者に
もこの現状を伝えることが必要だと感じま
した。

５日目「配達補助」 消費材の配達補助
を行いました。正直、荷物を運ぶだけだと
思っていましたが、ここで学んだ「繋が
り」は利用している組合員と配達員の関係
性でした。毎週会っているので信頼関係が
築かれていたり、消費材の利用を促進する
など実際に会うことでしかできない活動が
行われていました。

６日目「まとめ講義」 まとめ講義をし
ていただきました。実際に活動をした後に
改めて生活クラブについてのお話を聞くこ
とで高齢者施設やデポーなど自分の経験と
結び付けて学び直すことが出来ました。

「報告会」 報告会では別の活動をした
グループの発表を聞くことが出来ました。
その中でも共通していたのは「繋がる」こ
とがテーマになっていたことです。またス
ライド作りの工夫や話し方などとても刺激
になりました。お料理美味しかったです！
ご馳走様でした！

生活協同組合グループ①
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コミュニティ福祉学部３年生

私は生活クラブ生協・東京でのインター
ンシップに参加をした。店舗や配送の添乗
体験といった生活クラブから連想されやす
い業務だけではなく、系列である高齢者施
設と都市型農園での実習を通して、「食」
が人々の生活に大きく関わっていることや
組合員のみならず、生産者や製造者など生
活クラブに関わる全ての人の生活を支えて
いることを実感した。

特に印象的だったのは、配達の添乗体験
である。直接顔を合わせることができれば
消費材のお勧めポイントを紹介したり、感
想をいただけたりと毎週のようにお互いに
情報交換をして、ただ注文された消費材を
運ぶだけではなく、安心して利用できるよ
うなやり取りがあった。運営、出資、利用
を自分たちで行うことに対して負担になっ
てしまうのではないか、とマイナスなイ
メージを抱いてしまっていたが、暮らしを
良くするために必要なことだからこそ前向
きに、積極的な姿勢で取り組むことができ
るのだと気付くことができた。

また、どの現場でも想像以上にコミュニ
ケーションが取られていて、普段からの良
好な関係性が仕事へのモチベーションや
やりがいに繋がっていることも知ることが
できた。このことから１人で黙々と作業を

することよりも、多くの人と関わりを持っ
て仕事がしたいという理想な働き方を明確
にすることに繋がった。生活クラブでの実
習以外でも、つながりインターンシップで
実際の社会人の方からお話を伺う機会が沢
山設けられていたため、仕事に対する解像
度が高まり、自分の将来を考える上でとて
も有意義な時間を過ごすことができた。

今まで大学内であっても他学部の学生と
関わることがあまり無かったが、つながり
インターンシップで他大学の学生の意見を
聞く機会があったことで多くの刺激を受け
た。様々な興味関心があれば、同じ実習を
受けていても着眼点が異なり、感じ方も大
きく変わる。自分の中にはなかった知識や
考え方に触れることができたため、得るも
のが多く、面白いと感じることが多かった。

そして、今回関わってくださった方皆さ
んがとても優しく、私たちを応援しながら
支えてくださったことを強く実感し、とて
も感謝している。たった数ヶ月だったかも
しれないが、私にとって将来の働き方や生
き方についてじっくり考える良い機会と
なったため、この経験を生かして今後の就
活やそれ以降の生活に自分らしく向き合っ
ていきたい。

生活協同組合グループ①
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受入団体職員から学生へのメッセージ

お疲れ様でした。知らない場所で、初めてのメンバーとのインターンシップは
緊張でドキドキだったのではと思います。最初にインターンシップで学びたいこ
とを聞いた時に、協同組合や社会的企業に関心があること、大学で農業経済につ
いて学ぶ中で、米の価格低下で農家が大変なことを知り、生産者の側に立ってい
る消費者の組織があると聞いて関心を持ったと話してくれました。その解決の一
つの道を生活クラブで見つけてくれたようで嬉しく思います。
今、社会はますます悪い方に向かっていて、格差、貧困、戦争、考えると本当に

暗くなります。若い世代はなおさらだと思います。でも、だからと言って、あきら
めるのではなく、見ないふりをするのではなく、「このような活動が実践されてる
ことに希望を感じ、自分も社会のためにできることを知るだけでなく、実践した
い」とレポートに書いてくれた小林さんの想いはとても尊いです。
協同組合はそういう思いを持つ市民が集まって、一人の小さな力を、みんなの大

きな力にする組織です。ワークショップでは「働くことの意味」を考えてもらいま
したが、皆で導いた「社会の役にたつことによって結果的に自分たちの生活につな
がる」という言葉も、忘れないでほしいなと思っています。

生活クラブ生活協同組合・神奈川
総務部人事教育課 一政伸子

生活協同組合グループ①

夏から始まり、９月になっても暑い日が続く中実習を修了頂き本当にお疲れ様でし
た。生活クラブの活動は５０年以上の歴史の中で本当に多角化してきましたが、その
歴史と現在の取組を今回のプログラムで垣間見て頂くことが出来たのではないかと思
います。報告会での生き生きとした報告を聞いて、生活クラブのことをとてもよく理
解してもらえたと嬉しく思いました。今回学んだことを是非今後の人生に活かして頂
ければと思います。受け入れた側としても今の若者の率直な感想や考え方に触れるこ
とが出来、とても新鮮な体験が出来ました。短い間でしたが、このご縁を大事にして
今後のお互いの歩みにつなげていきましょう。お疲れ様でした。

生活クラブ生活協同組合・東京
総務部人事教育課 課長 伊達亮太朗
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生活協同組合グループ②

実習先：パルシステムグループ

ＤＡＹ１ オリエンテーション（概論、パルシステム商品の試食等）

ＤＡＹ２ フードバンク神奈川の見学

ＤＡＹ３ 配送添乗（日にちは学生により異なる）

ＤＡＹ４ 実習のまとめ（オンライン）

実習先・実習内容

受入団体より
今年度のインターンシップでは、実際に体験や見学から学んで欲しいという思いから、リアル

開催での実施日程を増やしました。オンラインでの開催よりも、多くのことを感じ、学んでいた
だけたのではないかと思っております。

（パルシステム連合会 若林）
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参加学生の感想

政治経済学部３年生

今回、全く想像していなかったつながり
の発見や気づきがありました。例えばパル
システムさんでは、生産者さんが悩みを共
有できる関係性をもち、悩みに向き合い一
緒に解決しようとする姿勢に感動しました。
また、折り鶴を作って闘病中の組合員さん
に気持ちを届けられる仕組みがあり、組合
員さん同士もつながっています。供給員の
方が組合員さんの性格や暮らしの事情を本
当によく把握しているなど、書ききれない
ほど多くの素敵なつながりが見られました。

さらに、気づかないところで起こってい
る問題に目を向けるきっかけもいただきま
した。例えばフードバンクかながわの見学
では、輸送中にダンボールが傷ついた食品
は廃棄物となることに最も驚きました。傷
ついた１箱と同じひもでまとめられている
箱は全て廃棄になるそうです。つまり、中
身に問題が無くても消費者のもとには届か
ず、莫大な量の破棄物がうまれてしまうの
が今の実態です。一方で、大量の寄付品が
あっても必要としている方々への配布には
対応しきれていないのも現実だそうです。

２つの問題の具体的な関係性を初めて
知ったと同時に、私の想像よりもはるかに
ひどい現状に感じられ非常にショッキング
でした。見学後、自分にできることをした
いと思い、家族や友人にこの話を伝えたり

子ども食堂のボランティアに参加したりし
ました。

参加前の私は協同組合（社会的企業）と
営利企業を対照的に捉えている部分があり
ました。実際、背景や活動に対する配慮や
こだわりは、協同組合だからこそ実現され
ていると思います。しかし、必要な場面で
は営利企業とも協力しながら活動している
ことを知り、私は必要以上に分けて捉えて
しまっていると気付きました。

そこから、協同組合で大切にしているこ
とは、「共有できる考え方や課題感を見つ
け、つながり、協力していくこと」なので
はと考えるようになりました。

協同組合は、「想いや頑張りを、社会や
誰かのための応援につなげられる場」です。
言い換えると、思いやりの輪を広げたり手
を差し伸べたりする存在です。このことを
実感し、私自身、これから関わる人たちの
想いや背景を大切にする働き方・生き方を
選択していきたいという思いが強くなりま
した。

今回の活動に関わってくださった全ての
方に感謝しております。そして、これから
も多くの方の実り・つながりの場となるこ
と、協同組合の考え方・魅力が広まること
を願っております。

生活協同組合グループ②
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経済学部３年生

こちらのインターンシップで過ごした
４か月間は、長いようであっという間のよ
うに感じました。あっという間に終わった
と感じたものの、こちらのインターンシッ
プで多くのことを学ぶことができました。

例えば、オンライン会での講義での他の
参加学生の発言は、同世代の人はこのよう
に考えているのだなと毎回非常に参考に
なったとともに、刺激にもなりました。

また、社会に出て働いている多くの方々
と関わることで、働くことに関するイメー
ジがより具体的に描けるようになりました。
パルシステムさんでのインターンシップで
は、若林さんがとにかく気さくに接してく
ださって、小さなことでも質問や相談をし
やすい環境を作ってくださいました。

実習先を選ぶ際、単純に食品業界に興味
があり、なんとなく名前を知っているから
という理由でパルシステムさんを選んだの
ですが、パルシステムさんとの４日間を通
して、ただ商品を供給するだけでなく、
組合員の方や社員の方、生産者の方など非
常に多くのつながりがある団体だと考えま
した。

パルシステムさんのインターンシップで
特に印象に残っていることは二点あります。
一点目は、供給同乗体験です。実際に同乗
して供給を体験することで、座学でお話を
伺っているだけでは分からない部分まで知
ることができました。例えば、社員の方が
組合員の方の家族構成を熟知していること
を知って非常に驚きました。私は、この場
面に組合員の方と社員の方との強い繋がり
を感じました。

二点目は、若林さんによる就職活動を行
う上でのヒントに関する座学です。こちら
の座学では、自分の「やりたいこと」や
「大切にしたいこと」を意識することや、
自己分析の大切さを学びました。特にマイ
ンドマップをやってみると良いと伺ったの
で、ぜひやってみたいと思います。

体調不良が続き、欠席が多くご迷惑をお
かけしたかと思いますが、久保様や中根様
にはご丁寧に対応していただき、大変お世
話になりました。誠にありがとうございま
した。この場を借りて感謝申し上げます。

生活協同組合グループ②
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生物資源科学部３年生

私は今回のインターンシップで第一に感
じる事は働くことについて考える機会に
なったと思います。パルシステムへイン
ターンに行かせていただきました。

まず協同組合やパルシステムについての
勉強会で、今まであまり馴染みのなかった
非営利組織の協同組合と営利企業の違いや
パルシステムだからこそできる取り組みな
どのお話を聞く事で、自分がこれから就職
活動する上でどのような組織に属したいか
考える機会になりました。

勉強会では試食もさせて頂きました。
ハムとプリンを頂いたのですが、どちらも
とても美味しくさらにその商品の背景やこ
だわりを知っておいしさに付加価値がつい
た様に感じました。

フードバンク神奈川を見学させて頂いた
際には、実際にフードドライブなどで集
まった食品の保管場所や米の計量器などの
機材、作業している様子を見ることが出来
ました。中々見る機会のないものなので興
味深くとても良い経験が出来ました。届い
た食料品が保管されている棚には賞味期限
とジャンルごとに分別されて陳列されてい
ました。それらは思っていたよりも様々な

種類があり馴染みのあるお菓子や調味料な
どの他に見た事ない食品や珍しい食品も
あって意外でした。海外の食品もあり、規
則性のない雑多な様子に本当に地域の住民
の寄付でやっているのだと実感しました。

職員の方にお話を伺った中で一番印象に
残っているのは食品の集配の工夫について
です。フードバンク神奈川ではフードドラ
イブでの回収輸送コストを削減するために
市場の戻り便を利用しているそうです。
フードバンクは寄付で成り立っているので
資金面に余裕がないために工夫をしている
と知って驚きました。そしてこれは宮城県
のフードバンクの手法を真似をしていると
聞き先人がいるという感心とそれを取り入
れる柔軟さを感じました。

最後の修了報告会では他の方々の前で報
告するという事にとても緊張しました。資
料を作成する前は持ち時間が１０分と長い
と感じていました。しかし、全ての日程を
終えていざ作成に取り掛かると自分達が学
んだ事や感じた事がとても多くあったので、
むしろ時間が足りないと思うほどでした。
それほどまでに多くの学びや経験をさせて
頂いた皆様には感謝しています。

生活協同組合グループ②
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受入団体職員から学生へのメッセージ

パルシステムグループのインターンシップにご参加いただきありがとうございまし
た。４日間本当にお疲れ様でした！

「食品ロスの問題」や「働くことを考える」など様々な目的をもって参加していた
だきましたね。その目的を達成できているか悩む部分もありましたが、修了報告会で
皆様の発表をお聞きし、「食品ロス」に対するパルシステムなりの取り組みを伝える
事や、「働くことを考える」きっかけを作れたのではないかと思い、少し安心しまし
た。

皆様がこのインターンシップを通して感じたパルシステムの「つながり」は、私達
が大事にしている部分です。皆様の発表を聞いて、改めて魅力的であり、もっと深め
ていきたい部分だと感じました。私自身もこのインターンシップを通して学ばせてい
ただく部分が多くあったと感じております。ありがとうございました。

このような学びあるインターンシップに出来たのも皆様が積極的に参加し、気にな
ることは自分から質問していただいたおかげだと思っております。

今後も皆様の積極的な姿勢を活かし、ご自身の成長につなげていってくださいね！
また何かのご縁で皆様とお会いできることを楽しみにしております！

パルシステムグループ（生活協同組合）
人事教育部 人事１課 若林祐貴

生活協同組合グループ②
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農業協同組合グループ

実習先：ＪＡさがみ
ＤＡＹ１ ８／１６ オリエンテーション（ＪＡや協同組合について）等

ＤＡＹ２ ８／１９ マルイファミリー海老名での「Ｎ・E・Ｏフェス」への
ブース出展に参加。

ＤＡＹ３ ８／２２ ＪＡさがみの金融店舗や直営直売所の訪問等

受入団体より
インターンシップの各プログラムの中で、座学で協同組合を知っていただくだけでなく、コロ

ナ禍でできなかった実際のイベント参加や直売所等現場の訪問ができたことで、人と人とのつな
がりの大切さを知る機会になったと思います。また、修了報告会を通して他の協同組合の活動等
も知ることができたので、勉強になりました。

（ＪＡ神奈川県中央会 古谷）

学生の要望や関心ごとを取り入れながら、農業協同組合の活動について実際の経験を通じて学
べるようカリキュラムを考えました。地元農業応援を目的に企画した、地域の企業（商業施設）
と連携したイベントへの参加や直売所・支店を訪れ、職員との会話により理解を深めていただき
ました。

（ＪＡさがみ 青木・清水・西部・吉田）

実習先・実習内容
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参加学生の感想

生物資源科学部３年生

まず第一に、ＪＡさがみインターンシッ
プは非常に有意義な経験でした。農業につ
いて幅広く学ぶことができただけでなく、
地域の活性化や食の重要性についても深く
理解することができました。

インターンシップの期間中、私は農業生
産現場での働き方や技術について学ぶ機会
を得ることができました。農作物の栽培や
収穫作業など、日々の農業業務を体験する
ことで、その大変さややりがいを実感する
ことができました。

また、作業の効率化や技術の進化につい
ても学ぶことができ、現代の農業の技術の
高さにも感銘を受けました。また、地域活
性化のための農業振興策にも関わることが
できました。地域の特産品や農産物の販売
促進活動や農業体験イベントの企画・運営
に携わる機会がありました。

海老名のマルイで行われたお米すくいの
イベントは実際に地域の方々と触れ合うこ
とができとても勉強になりました。そして
地域の特産品の価値や魅力を発信すること
で、地域経済の活性化に貢献できることを

実感しました。

さらに、食の重要性についても改めて考
える機会となりました。直売所や農業現場
での労働の大変さや農産物の栽培・加工の
過程を目の当たりにすることで、食の大切
さや安全性への思いが強まりました。また、
食に関する環境問題や持続可能な農業の重
要性にも気づくことができました。

さらに、ＪＡさがみのスタッフや地域の
方々との交流も素晴らしい経験でした。親
切で温かい指導をしていただき、地域の
方々からのお話や意見を聞くことができま
した。

地域の農業の歴史や文化に触れることで、
地域の魅力や誇りを感じることができまし
た。総じて、ＪＡさがみインターンシップ
は私にとって非常に充実した経験でした。
農業、地域活性化、食の重要性について幅
広く学び、また、地域の方々との交流を通
じて貴重な経験を積むことができました。

これからの社会で、農業や地域の問題に
関心を持ち、積極的に取り組んでいきたい
と思います。

農業協同組合グループ
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政治経済学部３年生

私がつながりインターンシップ＠協同を
通じて学んだこと・得たことは３つありま
す。

１つ目は、「知識を持っているだけでな
く、持った上で行動することが大切であ
る」ということです。私を受け入れてくだ
さったＪＡさがみさんは、日本の食を支え
る農家の方々と、その食を受け取る地域住
民とをつなぐ役割を果たしています。これ
は知識としてはインターン参加前から得て
いたことでした。しかし、ＪＡさがみさん
の取り組みを職員の方から直接言葉でお聞
きしたり、イベントに参加して地域の方と
直接お話させていただいたりしたことで、
『協同組合は地域のつながりを大切にして
いる』ということを肌で感じることができ
ました。知識を確かなものにするには、そ
の知識を浅いままにしないためには、直接
行動し、直接経験することが大切なのだと
学びました。

２つ目は、「人々のつながりはあたたか
い」ということです。周囲の人と物理的距
離をとらなければならなかったコロナ禍を
経て、私は新しい人間関係を築くことに後
ろ向きになっていました。しかし今回イン
ターンシップに参加し、参加学生同士のつ
ながり、受け入れ団体の方々とのつながり、
事務局の皆さんとのつながりなど、生まれ
たつながりがたくさんありました。民間企
業が行う競争型のインターンシップではな
く、参加する全員があたたかいつながりを

持てる本インターンシップに参加したこと
で、つながりを持つことに前向きになるこ
とができました。

３つ目は、「働くことのイメージが明る
くなった」ことです。毎日大学に通学する
際、疲れた顔で通勤する社会人の皆さんを
見たり、家族から仕事の話を聞いたりして
いて、働くことはただ稼ぐだけのことであ
るというマイナスなイメージがありました。
やりがいを持って楽しく働くことは厳しい
と思っていました。しかし今回のインター
ンシップに関わってくださった皆さんが楽
しそうに、そして周りの方と良い関係を築
きながら働いていると誇りをもって話して
くださったことにとても驚きました。

皆さんのお話を聞いて、私も自分らしく
働くことのできる未来を目指して、自分に
できることをコツコツ頑張りたいと強く思
いました。そんな頑張りの先には明るさが
あるのではないか、と働くことへのイメー
ジが明るくなったことは、本インターン
シップに参加したからこそ得られた考えで
した。

大学卒業後、働くことは人生の多くの時
間を占めることになります。自分らしく生
きるために、本インターンシップでの経験
とつながりを覚えていたいです。人生の糧
になる素敵な経験をさせてくださった皆さ
ん、本当にありがとうございました。

農業協同組合グループ
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経営学部３年生

私は、農業協同組合のインターンシップ
を志望し、ＪＡさがみさんの方に３日間の
プログラムに参加させていただきました。

ＪＡさがみさんの最寄り駅は湘南台で、
行ったことが一度もないところでした。で
すが、インターンシップのプログラムを通
してＪＡさがみ管轄内の魅力を知ることが
できました。それは、実際に地域ふれあい
課の方がＪＡやＪＡさがみが販売している
商品の魅力についてお話ししてくださった
り、マルイファミリー海老名において地域
の方々と交流できる機会などプログラムに
詰められていたからです。

特に印象に残っているのは、ＪＡの直売
所の訪問です。私は茨城県のひたちなか市
という場所で育ったのですが、ＪＡの直売
所に行く機会があまりなく、人気というこ
とだけしか知っていませんでした。場所は
違いますが、ＪＡわいわい市藤沢店に訪問
し、ＰＯＰを農家の方が作成したり、普通
のスーパーにはない農産物、商品が並べら
れていたりと人気の魅力の中にも色々な要
素があることがわかりました。次に帰省し
た時は茨城のＪＡの直売所とわいわい市藤

沢店を比べたりしたいなと思っています。

このつながりインターンシップでは、
ＪＡさがみのインターンシップ学生３人が
企画学生でした。企画学生に興味があり、
応募しましたがはじめは私１人で不安でし
た。しかし、企画学生として本格的に動く
時には私含めて３人と先輩の企画学生お二
人とでスタートすることができ、ミーティ
ングを少しでも時間があるところでスケ
ジュールを合わせ、交流会や修了報告会を
無事に終了することができました。

私は交流会で、アイスブレイク担当、修
了報告会では前半の司会を担当させていた
だきました。はじめてお会いする大学生や
社会人の方々の前で話すことはとても貴重
な経験となりました。また、そこで先輩の
企画学生である小山未菜さんの話し方や佇
まいが勉強になり、将来小山さんのような
社会人になりたいと思いました。

～最後に～ 中島教授の授業を履修して、
その時につながりインターンシップに参加
しようと思った過去の自分ありがとう！

農業協同組合グループ
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受入団体職員からのメッセージ

川上さん、手嶋さん、椎橋さん、農業協同組合グループのインターンシップ＠協
同に参加いただき、ありがとうございました。また、ＳＤＧｓイベントではスタッ
フとして会場を盛り上げていただいたことに、改めてお礼申し上げます。
３日間を通じて農業協同組合の成り立ちや各種事業、地域の活動を学んでいただ

き、その中でもさまざまな方々との「つながり」について体感していただきました。
皆さんが、熱心に説明に聞き入る姿やイベントでの消費者との接客、若者をター
ゲットにした“つながりむすび隊＠ＪＡさがみ”という企画の提案、２０２３年度イン
ターンシップ＠協同の企画学生として運営に携わるなど、何事にも積極的に取り組
む姿勢に感心しました。終了報告の内容についても、農業協同組合をよく理解して
まとめ、質問も交えて表情豊かにプレゼンし、とても分かりやすく伝わりました。
今回学んでいただいた、さまざまな「つながり」の経験が、皆さんの成長に結び

つけば幸いです。この先、どの組織に所属されても、積極的な姿勢を今後も続けて
いただき、ご活躍されることをお祈りしています。

さがみ農業協同組合 総合企画室 室長 青木 登
地域ふれあい課 係長 清水 智子
地域ふれあい課 西部 敬
地域ふれあい課 吉田 宏志

農業協同組合グループ

農業協同組合グループの皆様、２０２３年度つながりインターンシップ＠協同に
参加いただき、その中でも農業協同組合グループを選択し、３日間に渡りインター
ンシップに参加いただきありがとうございました。
ＪＡやＪＡさがみについて知ることや、実際にイベントに携わる中で、地域の

方々と直接コミュニケーションを取ることで人と人とのつながりの大切さを知るこ
とができたのではないかと思います。最終日に行ったＪＡさがみをより良くするた
めの企画提案では、１日目・２日目で学んだことを活かしながら考えられた素晴ら
しい企画に感じました。
また、修了報告会では、国消国産をアピールしていただきありがとうございます。

３日間インターンシップで学んだことが、作成したパワーポイントや発表を通して、
十分に理解していただけていると感じました。
大学生の期間は自分がやりたいことに対して何にでも挑戦することができる貴重

な期間ですので、充実した学生生活を送ってください。

ＪＡ神奈川県中央会 総務企画部 古谷 滉大
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労働者協同組合グループ

実習先：労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団

ＤＡＹ１ ８／２４ 自己紹介とワークショップ（よい仕事、理想の社会）

ＤＡＹ２ ８／２５ ワークショップ（自己紹介シート）と発表

ＤＡＹ３ ８／２９ 現場職員の報告＆若手職員の座談会

ＤＡＹ４ ９／６ 職員による講義＆ワークショップ（協同労働）

ＤＡＹ５ ９／８ 中村哲医師の映画視聴等

実習先：ワーカーズ・コレクティブ・キャリー

ＤＡＹ１ ８／８ 配送トラック添乗
コモンズステーション見学

ＤＡＹ２ ８／２６ ミーティング参加

受入団体より
今年度実習先に選定した「労働者協同組合ワーカーズ・コレクティブ・キャリー」は、

大規模でありながら、労働者協同組合の出資・意見反映・従事の３原則を誠実に丁寧に進めてい
る事業所です。次を担う世代へ配慮した取り組み（託児や子育て支援）や、コミュニティ作りへ
の取組は、ワーカーズ・コレクティブの中でも先進的な取組であり挑戦です。
是非、学生の皆さんに体験してもらいたくてこの事業所を選定しました。

（ワーカーズ・コレクティブ・ネットワーク ジャパン 藤井）

受入団体より
ワークショップや感想共有などの自己表現の時間を通して、自分にとっての生きる・働くとは

何かを参加者同士で深め合いました。仲間の想いに触れた参加者の心が動く姿を見て、私たちも
大いに学ばせていただきました。

（労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 大菊・浦上）

実習先・実習内容
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コミュニティ福祉学部３年生

私は労働者協同組合のワーカーズ・コレ
クティブ・キャリーとワーカーズコープに
実習に行き、様々なことを学びました。そ
の中の一つが協同労働の繋がりや魅力です。
出会った方はどの方も働くことについて生
き生きとキラキラと話していて、こんなや
りがいを持って生き生きと働く大人になり
たいと思いました。また協同労働とは繋が
りだと感じました。人との繋がりや社会と
の繋がりなど様々な形の繋がりがあること
を学びました。また協同労働で大きな要素
である自分の意見を言えるということが働
きやすさに繋がっていると思いました。自
分の意見を言えることは言える環境も整っ
ているということで、自分の意見ややりた
いことを尊重してもらえるのはとてもやり
がいのある環境だと思いました。

ワーカーズ・コレクティブ・キャリーで
印象的だったのは、ミーティングに参加さ
せてもらったときに「ただ配送だけしてい
るんじゃない」という言葉でした。生産者
を守るためにも利用促進活動などしていて、
配送事業の本質の部分を学ぶことができま
した。また働く人に話を聞いたときに働き
始めで協同労働のことをそこまで詳しく
ない方がいましたが、働きやすいとおっ
しゃっていました。協同労働というととて
も特別で一般的な働き方とは違うのかなと
重く思っていたけれど、特別な働き方では
ないのかなとイメージが変わりました。自
分の意見が言えて自分の働き方に向き合う
協同労働を全く別物として捉えるのではな

く身近に捉えられるようになりました。

ワーカーズコープではたくさんの人の話
を聞き意見を交わしたので、自分でも大切
にしたいと思うことが数多くありました。
特に大切にしたいと思ったのは、「自分が
無理をしない」という意見です。誰かを受
け止めるような仕事をするにはそれを受け
止めるキャパシティを空けとかないと受け
止められるものも受け止められないと聞い
てとても納得しました。以前の私は自分の
ことは後回しで誰かを優先させることがい
いと思っていて、自分のことが抜けていま
した。お話を聞いて、自分も大切にするこ
とで誰かを支えることができるという支援
の基本的な部分を学ぶことができました。
働くだけでなく、生きる上でも大切にした
いと思いました。

今回のインターンシップを通じて働くこ
とに対するイメージもポジティブなものに
変化しました。協同労働は人を大切にする
働き方だと感じました。私も人や繋がりを
大切にする働き方をしたいと考えるように
なりました。つながりインターンシップで
たくさんの人に出会い、お話を聞けること
ができたので多くの学びに繋がりました。
また報告会で他の実習先の報告を聞くこと
でも色々な学びになったり、他の学生とも
コミュニケーションをとり繋がることがで
きて楽しかったです。つながりインターン
シップに参加してよかったです。ありがと
うございました。

労働者協同組合グループ

参加学生の感想
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社会学部３年生

私にとってこのつながりインターンシッ
プは、自主的に何か動いてみるということ
の初めの一歩になってくれた存在です。

私はつながりインターンシップに参加す
るまで一度も学外での活動経験がありませ
んでした。このままではいけないと思い応
募したのですが、このインターンを通して
自分の見てきた世界の狭さを実感しただけ
でなく、協同労働という働き方の大切さに
ついて感じることができました。

私は労働者協同組合グループに実習に行
かせていただきました。実際に働く現場を
体験させていただいたワーカーズ・コレク
ティブ様、多くの人価値観や働き方に触れ、
意見を発する機会を沢山くださったワー
カーズコープ様、どちらも私にとって新鮮
なことばかりでした。

まず、ワーカーズ・コレクティブ・キャ
リーたかつブランチ様では配送の現場に行
き、配送のお手伝いをさせていただきまし
た。同乗させていただいたトラックの運転
手の川井様は、組合員さんのご自宅に着い
た際に、私についての紹介や、来週の配送
についての案内など、組合員さんと何かし
らコミュニケーションをとっていらっしゃ
いました。それだけでなく、人とすれ違っ
た際は必ず挨拶をしていたのも印象的でし

た。コロナ禍も相まって他者とのつながり
は弱くなってきていますが、今あるつなが
りを絶やさず、組合員でない地域の人のこ
とも大切にしていらっしゃるのだと感じま
した。

ワーカーズコープ様では、現場で働く方
からの活動を通じての報告やワークショッ
プを体験させていただきました。その中で
も印象に残っているのは、３日目の、入団
して１～３年目の方々による協同労働座談
会です。その中で、ある方が「協同労働は
人間性を取り戻す働き方だ」と仰っていま
した。言われたとおりに淡々と作業をこな
したりノルマを達成したりする働き方は無
機質で人間らしくないなと感じますし、そ
のような仕事が多く存在するのが現代でも
あると思います。その中で、自分達で課題
を発見し、自分達で意見を自由に出し合っ
て解決のために尽力していく様子は、
ロボットではない、人間らしい働き方であ
り、この働き方は大切にしなければならな
いと感じました。

今回のインターンを通して、私が今まで
見たことのない世界、価値観に沢山触れさ
せていただきました。今後の社会を担って
いく若者として、もっと多くのことを知ら
なければならないし、知りたいと思いま
す。

労働者協同組合グループ
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受入団体職員からのメッセージ

８月の猛暑のなか私たち生活クラブの消費材を運ぶ配送ワーカーズの添乗体験、お
疲れ様でした。
運動靴、手ぬぐい、着替え、水筒持参と普通のインターンシップとは違い、戸惑った

ことと思います。地域で働く良さ、様々な人たちが共に働く事を見学され、協同労働で
働く意義を感じていただけたものと思います。
若いママたちと積極的に会話をされ、さらには生活クラブの消費材を勉強するミー

ティングにも出席していただき、現場では何事にも前向きで、興味を持って聞いてくれ
るその姿勢がとっても魅力的だったという感想でした。皆さんの吸収しようという意欲
から私たちも刺激を頂きました。これからの活躍を応援しております。

労働者協同組合ワーカーズ・コレクティブ・キャリー
落合 純子

労働者協同組合グループ

５日間のインターンシップへのご参加、ありがとうございました。感想の中で、自
身の変化について触れていたことが印象的で、「（仲間が）生き生き話す姿を見て、
働くことへのイメージが変わった」「新しいことにも一歩踏み出してみようと思え
た」など、自身の言葉で表現してくださったことを嬉しく思っています。私たちの組
織は人の変化・成長に最大の価値を置いていますが、今回感じたことを是非これから
の「生きること・働くこと」を考える場面で大切にしてほしいと思いました。同時に、
人には悩みや不安があって当たり前なので、そうした弱さも共有し、大切にし合える、
協同する仲間を見つけていってほしいなと思っています。「社会と人がつながる」
「人と人がつながる」「自分とつながる」＝「協同労働とはつなげる・つながる」働
き方だとお二人は表現してくれました。私たちの働き方にピッタリの表現だと感じま
したし、新卒入団３年目の仲間が話してくれた「人間性を取り戻す働き方」という表
現をピックアップしてくれたのもとても嬉しかったです。
今回「協同労働」という私たちの働き方に触れた中で、皆さんの感性に何か響いた

ものがあれば、今後のインターンシップや研修への参加と合わせて、働き方の選択肢
の一つとしてもご検討いただければ幸いです。また、お会いしましょう！

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団未来人財部
大菊友梨子・浦上航
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協同組織金融グループ

実習先：城南信用金庫

ＤＡＹ１ ８／２１ オリエンテーション（信用金庫等について座学）
＆マナーエチケット実習

ＤＡＹ２ ８／２２ フィールドワーク（営業店訪問、営業店のお客さま訪問）

ＤＡＹ３ ８／２３ 本部部署での実務体験

ＤＡＹ４ ８／２４ 本部部署での実務体験

ＤＡＹ５ ８／２５ グループワーク＆就業体験のまとめ

実習先：全国労働金庫協会

ＤＡＹ１ ８／３０ オンラインワークショップ

受入団体より
今年度は例年と内容を変えて、事前にテーマを選択していただき「ろうきんの認知度を高める

ための企画を考えよう！」といった、学生の皆さんが自らアイディアを出していただく内容を計
画させていただきました。佐々木さんと森下さんのお二人からは着眼点の異なる発想や鋭い意見
があり、我々が気付けない学生ならではの考え方など、大変興味深く、私どもも学ばせていただ
く貴重な機会となりました。

（全国労働金庫協会 井吉・小林・山口）

受入団体より
今年のインターンシップでは「実践的な就業体験」をテーマに、座学だけではなく、営業店で

の渉外業務の体験や本部部署での業務体験を行って頂きました。学生様にとっては貴重な体験に
なったのではないかと思います。

（城南信用金庫 脇谷）

実習先・実習内容
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社会学部１年生

城南信用金庫では、５日間のインターン
シップに参加させていただきました。

特に、２日目の営業店訪問が印象深いで
す。営業店の職員の方に同行させていただ
き、お客様のもとに訪問することや営業店
の中を案内していただきました。その道中
で、ほかの仕事ではなかなかお会いするこ
とが出来ないような様々な業種の方にお会
いできると職員の方がおっしゃっているの
が印象的でした。また、お客様に同行した
際、ここまで訪問してくれる企業さんはな
かなかいないですと取引先の社長がおっ
しゃっていて、お客様のほうにもお客様応
援企業であることが伝わっているというこ
とに感銘を受けました。

３・４日目の実習では他の２人の実習生
と共に人事部での実習を受けましたが、実
習内容であるインターンプログラムを考え
ることは難しく、企業の方々もこのように
して私たちのプログラムを考えているのだ
と感じることができました。プログラムは
学生目線で考えることが出来たのではない
かと考えています。

また、全国労働金庫協会では、２人で認
知度を上げる取り組みを考える実習を受け
させていただきました。労働金庫協会の財
形貯蓄の契約件数、貯蓄残高が１位である

という強みを生かすこと、またとくに若者
世代への認知度を上げることが出来るよう
なプログラムを考えました。個人での契約
が多いために、財形貯蓄の件数や残高が
１９年連続１位となり、それが強みになっ
ているというお話をうかがって、お客様一
人ひとりを大切にしているからこそ、この
ような結果につながっているのだと思いま
した。

今回のインターンの中で、「働く」こと
を考えるため、いろんな方に様々な選択肢
がある中で、どのようにその企業に決めた
のか伺いました。丁寧なご返答をしてくだ
さり、それぞれいろんな考えを持ってその
企業に入ったことが分かりました。働くこ
とに対してマイナスなイメージを持ってい
る部分がありましたが、必要以上に焦るこ
とや恐怖感は持たなくていいと感じました。
また、自分が知らないことを知ることがで
き、自分にどのような部分が足りないかを
知ることが出来ました。

報告会では、他の学生のインターンプロ
グラムの内容や感想を聞くことが出来て、
興味深かったです。どの分野の企業でも
「つながり」を大切にしていることが伝
わってきました。インターンを通して、と
ても貴重な経験をさせていただきました。
本当にありがとうございました。

協同組織金融グループ

参加学生の感想
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社会学部３年生

城南信用金庫：８月２１～２５日の５日
間でした。特に、私はインターンシップの
２・４日目の活動が印象に残りました。

２日目 中央林間支店に配属され、お客
様応援課（外回り）を体験させていただき
ました。１件目…不動産屋さんでイデコ契約
を行うイデコは、資産運用に使われる、私
的年金制度の１つです。途中解約が出来ず、
６０歳になるとお金が返ってくるのが大き
な特徴です。契約する資産にも様々な種類
があり、社会の時勢によって価値が変わり
ます。２件目…箱を作る会社の工場見学この
工場の目玉商品となっているのが、アイ
フォンに使われるＶカット箱です。グッド
デザイン賞も受賞されている商品の、制作
過程を見ることが出来ました。３件目…保育
園に行ってハロウィンイベントの打ち合わ
せ信金と保育園で行っているもの、林間地
区全体で行っているものの２種類のイベン
トがあります。保育園の年間スケジュール
と照らし合わせながらイベントの提案を
行っていました。

４日目 市場運用部に配属されました。
市場運用部の外回りは、お客様の海外展開
のサポートを主な業務としています。今回
は、香水の専門店を経営するお客様が、イ
タリアに香水を展開したいというご相談で
した。一般的に、香水は輸入物がほとんど
です。そこで、日本発の香水を展開したら
唯一無二のブランドのなるのではないかと
考え、香水専門店を展開したと話していま

した。「今回は特別に」と言って、社長の
人生のお話を聞かせていただきました。ま
た、香水のラインナップとどんな思いで１
つ１つ作ったのかを見学させていただきま
した。驚いた点は、支店と本店ではお客様
の雰囲気がかなり違う事でした。地域に
よって、どういったカテゴリーの会社を経
営しているのかが違ってくるゆえの発見で
した。

全国労働金庫協会：特に印象に残ってい
るのは、労金について知ってもらおうとい
う企画立案です。私たちは、ニーサ、イデ
コといった投資信託の授業開催を企画しま
した。現在、投資信託利用者は１割強であ
り、利用者を増やしていくことに着目しま
した。投資信託と聞くとお金の運用なので、
「損をしてしまったら」という怖いイメー
ジがあるのではないかと感じ、授業をする
ことで、怖さをなくしていけないかなと考
えました。授業を開催するにあたって、提
携ＡＴＭの手数料が０円という情報も提示
して、口座開設の機会も設けられるのでは
ないでしょうか。家族連れをターゲットに
して、気軽によれるイメージを作ります。
ろうきんの存在を世代世代に印象付けるこ
とで、将来も、ろうきんを使ってくれる人
が増えるといいなという思いで企画を提案
させていただきました。

充実した４か月間になりました。イン
ターンシップで関わってくださった皆様、
ありがとうございました。

協同組織金融グループ

49



受入団体職員からのメッセージ

この度はインターンシップにご参加いただきありがとうございました。
今回のインターンシップを通じて、みなさんが協同組織や福祉金融機関について

熱心に学び、理解していただいたことを修了報告会の発表を聞いて感じました。ま
た、人と人との繋がりの大切さや誰のための金融機関なのかを改めて考える良い機
会となりました。
今後、みなさんが本格的な就職活動を行っていく中で今回のインターンシップの

経験を忘れずに、視野を広げて、感性を磨き、ご自身の人生にとって、就職活動で
得た知識や経験が有意義なものとなるよう、益々のご活躍をお祈りいたします。

全国労働金庫協会人事総務部
井吉仙征、小林ちとせ、山口祐美

協同組織金融グループ

学生の皆様５日間のインターンシップへのご参加ありがとうございました。
営業店や本部部署の方からは「積極的に実習を受けていてとても良かった」「学生の

皆様から新鮮なご意見を聞くことができて勉強になった」との感想を頂いております。
今回参加されたお二方は、私から見てもとても優秀で城南信用金庫のみならずどこの協
同組合でも活躍できる”人財”だと思っております。
自分の可能性を信じて、今回のインターンシップのみならず様々なことに挑戦してみ

てください。
最後に、今回のインターンシップは社会に出てから必ず活かせる経験になるかと思い

ます。
これから就職活動がスタートする方は、就職活動にただ没頭するだけでなく、学生生

活を楽しみながら様々な知見を深めて自分に合う企業を見つけてみてください。困った
ときは”なんでも”城南信用金庫にお問い合わせ頂ければと思います。今後ともよろしく
お願いいたします。

城南信用金庫 人事部 一般職員 脇谷悠太
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社会的企業グループ

実習先：ふきのとうの会／全国食支援活動協力会

ＤＡＹ１ ８／１１ 「食でつながるフェスタ東京２０２３」への参加

ＤＡＹ２ ８／２４ 団体代表へのヒアリング

ＤＡＹ３ ８／３１、９／１３ 配食サービス調理ボランティア体験

実習先：ＮＰＯ法人 ＡＰＬＡ

ＤＡＹ１ ８／１ ＡＰＬＡ事務所にてオリエンテーション

ＤＡＹ２ ワークショップ準備

ＤＡＹ３ ８／２０ 子ども向けバナナワークショップ開催の運営補佐

受入団体より
ヒアリングや活動への参加等、体験してみたいことを積極的に声に出していただき前向きにご

参加いただきました。関心をもってご参加いただきありがとうございました。
（ふきのとうの会／全国食支援活動協力会 平野・井藤）

受入団体より
ふだんあまりかかわらない学生と一緒に活動することができるこのインターンシップは私たち

にとっても貴重な経験でありがたいと思っています。昨年度は、日数が限られていて、ある程度
こちらから決めた活動をお願いしたため、もし次回機会があったら、活動を選択できるようにと
思っていました。しかし今年度も日数や時期の関係もあり、昨年と同じような活動となってし
まったのが残念な点でした。ある程度、活動の範囲はこちらで決めてしまいましたが、それでも
昨年よりも学生がいろいろと意見を出し合える機会を作れたのは、工夫できた点かと思います。
今後も活動内容については検討していきたいと考えています。

（ＡＰＬＡ 福島）

実習先・実習内容
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実習先：ＮＰＯ法人 ユースコミュニティー

ＤＡＹ１ ボランティア説明会への参加（日にちは学生により異なる）

ＤＡＹ２ ボランティアスタッフの現状調査の分析等

ＤＡＹ３ ９／１０ 団体のボランティアスタッフが一同に集まる「活動者会
議」への運営補助としての参加

受入団体より
今回のメンバーはボランティア自体の経験がほとんどない方だったので、ＮＰＯ活動の基本か

ら理解してもらえるように工夫しました。具体的には、団体所属の約５０名の大学生ボランティ
アを対象にした「活動者会議」に参加してもらい、いっしょにワークショップを取り組んでもら
いました。座学的なことがメインでしたが、短期間で多くのことを吸収されたと思います。

（ユースコミュニティー 濱住）

社会的企業グループ

事務局より
社会的企業グループは、学生１名につき２団体の実習に参加してもらうこととしました。その

ため、キックオフイベントでの実習先の決定やスケジュール調整にあたり、事務局もサポートに
入りました。学生の皆さんには、複数の団体をみることで社会的企業の多様性、ひいては社会問
題の多様な姿に触れて頂けたのではないかと思います。
また、受入団体の皆さんはお忙しい中、学生たちの個別の事情（スケジュールや興味関心）に

非常に細やかに対応してくださいました。改めて感謝申し上げます。
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文学部３年生

私は今回つながりインターンシップ＠協
同において、多くのことを学びました。一
つ目は皆さんが活動を通して、縦や横のつ
ながりを広げることができているという点
です。

私は社会的企業グループに参加させて頂
きました。実際にお弁当作りを体験したり、
バナナのプロジェクトに携わったりしたこ
とによって、そこに従事している方から直
接お話を聞く機会が多くありました。お話
を聞いていくうちに、お弁当作りを行なっ
ている皆さんにとってこの場は生活の中で
欠かすことのできないものになっていて、
長期に渡る地域と密着したコミュニティが
構築されているとわかりました。活動され
ている皆さんは自分の行うことに誇りを持
ち、誰かのためになる活動をして、人々の
役に立っているのだと実感することで成り
立っているのだと思いました。しかし、高
齢化によって配食サービスの運営が難しく
なっているというお話を聞き、これは早急
に解決しければならない課題であると思い
ました。このような課題を近隣の学校と連
携して取り組み、今の現状を外に発信して
いくことが重要だと考えます。ＳＮＳの運
用を本部や近隣の大学生が本格的に行うな
ど、お金をかけずに工夫できる点があると
感じました。

二つ目は自分がどのように働きたいかと
いうビジョンが今回の活動を通して明確に

なったという点です。私は今まで働くこと
に対して特にプラスのイメージを持ってお
らず、働くことに対して漠然と「嫌だな」
という負の感情を持っていました。また、
日本の就活のやり方についても疑問に思っ
ており、なぜ貴重な大学生活の大半を就活
のために費やさなければならないのかと
思っていました。

しかし、地域に還元しようと奮闘する
方々や誰かのためを思って行動を起こす
方々に今回沢山出会うことができ、社会に
はこのように自分の仕事に誇りを持って活
動を行なっている人もいるのだと知り、働
くことへのイメージが少し変わりました。
自分はどのような行動をすれば社会貢献で
きるのか、その問いに答えはなく、また人
それぞれであり、どの選択肢を選んでもそ
れが正解かどうかは自分も他人もわからな
いと思います。そんな中で自分の軸を定め、
その軸を変えずに様々な観点から社会貢献
をしていけば良いのだと思えるようになり
ました。また、人それぞれが思う社会貢献
があり、それをそれぞれの人々が行ってい
るから、この社会は成り立っているのだと
思いました。

今回の学びは、就活だけではなくこれか
らの人生にも役立つ点が多くあると思いま
す。最後になりますが、今回携わっていた
だいた皆様に心から感謝申し上げます。あ
りがとうございました。

社会的企業グループ

参加学生の感想
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社会学部３年生

３年生の春、就職活動を視野に入れなけ
ればならない中で、大学の学科のガイダン
スでつながりインターンシップが紹介され、
説明を受けました。協同組合や社会的企業
の仕組み、理念、働き方を学べると聞き、
社会的企業に興味を持っていた私は参加し
てみたいと思いました。

一方でインターンシップに参加したこと
なかった私にとって約４ヶ月間という長期
のインターンに参加することは勇気のいる
ものでした。ですが、インターンシップが
終わった今、勇気を出して参加して本当に
良かったと心から思います。そう思える理
由は３つあります。

１つ目は、キックオフイベントなどのイ
ンターン生に対する手厚いサポートです。
先程も申し上げた通り、私はインターン
シップに参加するのはつながりインターン
シップが初めてでした。インターンシップ
がどのようなものなのか、どのように今後
やっていけばよいのかと不安に思っていま
したが、細やかな連絡をいただけたり、イ
ンターン先一つ一つの団体について丁寧な
説明をいただき、小さな不安を取り残すこ
となく楽しくインターンシップに取り組む
ことできました。また、インターン先での
留意点や少しの疑問にも親身に向き合って
くださりました。

２つ目は、働くことに対する前向きな気
持ちを持つことができたことです。イン

ターンシップに参加するまで私は働くこと
に対してネガティブな感情を持っていまし
た。ですが、インターンシップを通して、
企業という垣根を超えて人と人が向き合う
姿や、「私たちの力で社会をよりよくして
いきたい」という強い思いに感銘を受けま
した。初めに持っていたネガティブな感情
は「私もこのような思いで働きたい」とい
う憧れと決意に変わりました。

３つ目は、このインターンシップを通し
て「つながり」を作ることができたことで
す。約４ヶ月という時間は決して短くはあ
りません。特にインターンシップを共に駆
け抜けた同じグループの仲間たちとの出会
いは私にとって大切なものとなりました。
また、交流会では社会人の方々のお話を聞
ける貴重な機会を頂けました。普段の生活
や他のインターンシップではあのようにフ
ランクに話すことができないと思います。
リラックスした場であったからこそ、本当
に聞きたいことを聞くことができたと思い
ますし、本音も聞くことができたと思って
います。これらの貴重な経験ができたこと
をとても光栄に思っております。

そして、この経験を私で留めることなく、
今度は私がつなげていく番ではないかと
思っています。まずは私の後輩たちに、そ
して、社会全体に向けてつながりインター
ンシップで学んだことをつなげていけたら
と思います。本当にありがとうございまし
た。

社会的企業グループ
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コミュニティ福祉学部２年生

私は社会的企業グループに所属し、二団
体のインターンシップに参加した。それぞ
れの特徴と感想や学びを以下に述べる。

一つ目の団体であるＮＰＯ法人ユースコ
ミュニティーは、子どもの貧困を無くすた
めに学習支援の場や居場所づくりを行う団
体である。本インターンシップを通じては、
学習支援ボランティア研修会とコミュニ
ティキャピタル診断の分析会に参加した。
活動に参加する中で私は、支援活動を行う
にあたっては支援対象者だけでなく、支援
者自身のあり方への注目も必要なのだと実
感した。

特に、コミュニティキャピタル診断では、
事前に行った学習支援を行う各教室のボラ
ンティアの構成員の調査や、生徒に居心地
の良さ等を回答してもらったアンケートを
元に行っていた。それらの資料を元に、学
習対象者と学習支援者の双方にとってより
良い活動とするための話し合いが進められ
ていた。学習支援のような社会問題の解決
策の一つである取り組みを行うとき、問題
に注目が当てられ、支援者の存在が軽視さ
れることがあるのだと気づけた。問題解決
に向けて行動している支援者にも正しく焦
点を当て、活動するべきなのだと改めて学
ぶことができた。

二つ目の団体である社会福祉法人ふきの
とうの会・一般社団法人全国食支援活動協
力会は、高齢者が地域で住み続けられるた
めの支援・食を通じた地域の支え合いを広
げる活動を行う団体である。本インターン

シップを通じては、食フェスタへの参加や、
団体の活動の一つである調理ボランティア
の体験、また代表の平野覚治様へのヒアリ
ングをさせていただいた。

様々な活動を体験する中で私は、各団体
が非常に多くの事業を行っている点が印象
に残った。例えばふきのとうの会は、デイ
サービスだけでなく、交流作りの機能も持
つコミュニティカフェや男性料理教室、ま
た区からの委託事業である地域包括支援セ
ンターも行っており、多様な活動を行って
いる。通常であれば、複数の専門機関が独
立に担っている事業を、ふきのとうの会が
地域で包括的に行うことで、地域社会の中
でつながりが生まれやすくなる。このよう
な流れを通じて、地域の孤立を防げるので
はないかと感じた。今後、私自身のゼミの
中で高齢者の孤立を防ぐコミュニティ作り
を研究する中でも、多事業という特徴を考
えていきたい。

以上が、私が参加した二団体の特徴と感
想である。どちらの団体にも共通している
のは、社会問題に対して様々な立場の人と
つながり、解決に向けて行動しているとい
う点である。

本インターンシップに参加し社会的企業
について知り、現場を体験することで多様
な機関や人々と連携することの重要さを理
解することができた。今後自身のキャリア
を考えていく上でも、社会の繋がりを大切
にした仕事をしていきたい。

社会的企業グループ
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経営学部３年生

今回つながりインターンシップに参加す

ることができ、私が最も学んだこととして

は子供達との関わり方である。

私はバランゴンバナナの有効活用を考え

るワークショップに参加し、バナナの皮を

使った紙漉き体験やバナナアートやバナナ

スムージー作りのお手伝いをさせて頂いた。

また、来館された方に渡すチラシなどの

制作に携わった。初めて顔合わせした時は

ほとんど何も決まっていなかったため、

１から企画を作ることの難しさを知った。

また、チラシ作りに関しては、子供達に

伝わるようなチラシ作りが非常に難しかっ

た。漢字も使いすぎてしまっては、読めな

いだろうし、使わなすぎてしまっては親御

様が見づらくなってしまう。

また、内容に関してもある程度は子供達

の勉強になるように難しいことを書かなく

てはならないが、難しいことを書きすぎて

しまってはそもそも読む気をなくしてしま

うため、その塩梅が難しかった。

将来的には人に伝えたい内容を

伝わりやすく、届けられる広告や

チラシを作っていきたいと思った。

社会的企業グループ
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受入団体職員からのメッセージ

ＡＰＬＡの活動にご協力いただき、ありがとうございました。今回ご協力いただ
いたのは、規格外バランゴンバナナの有効活用を考えるぽこぽこバナナプロジェク
トのイベントでした。企画の段階からお手伝いいただきましたが、その際にも積極
的にいろいろなアイディアを出してくれ、イベントがより充実したものとなりまし
た。打ち合わせで決めた後は、それぞれに作業を任せてしまいました。作業の過程
で何度かやり取りはありましたが、こちらがコメントするとすぐに修正してくれ、
作業もスムーズに進めることができました。
当日は、他大学のボランティアもいましたが、連携して、こちらが細かい指示は

出さなくとも、主体的に行動してくれ、さらによりイベントをよくするために、配
置や動線も工夫してくれました。
多様な意見が入ることで、プロジェクトやイベントもユニークで深みのあるもの

となります。大学生が関わってくれたことで、新しい風が入り、私たちもいい刺激
を受けました。ありがとうございました。

ＮＰＯ法人ＡＰＬＡ 福島智子

この度はインターンシップへのご参加ありがとうございました。当方の都合で日
程等の変更が多くご迷惑をおかけしてしまいましたが、積極的にご参加いただけ大
変うれしく思っております。今回皆さまが見聞きして感じられたことを、在学中や
就職までの短いスパンだけでなく、その後の人生においても役立てていただければ
と思っております。また長い人生のなかで当会とクロスすることがあれば、いつで
も当会は門を開いていますので、アクセスいただけますと幸いです。これからの皆
さまの活躍を楽しみにしております。

社会福祉法人ふきのとうの会／老人給食協力会ふきのとう／一般社団法人全国食支
援活動協力会 理事長／代表／専務理事 平野 覚治 、 事務局 井藤 ゆり

社会的企業グループ
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この度はインターンシップにご参加戴き誠に有難うございました。
至らない点も多々あったかと存じますが、ＮＰＯ活動の実際など把握いただけと思
います。
とくにコミュニティーキャピタル診断による組織分析においては、①ミッション

ビジョンの浸透、②自己有用感、③居場所感の３つの因子による分析結果を通じ、
市民活動の根幹を肌で学んでいただけたのではないかと思っています。また、いわ
ゆる一般の企業のスタンダートである上意下達の組織運営ではなく、活動するメン
バー全員による共鳴型の組織運営など、ＮＰＯの特色を現場活動や会議から感じ
取っていただけたのなら幸いです。
末筆ながらインターン生の皆様の活躍を祈念致します。

特定非営利活動法人ユースコミュニティー 代表理事 濱住邦彦

社会的企業グループ
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今年度も企画学生としてつながりインターンシップに参加させ
ていただきました。今回のインターンシップでは対面での体験や
学習が活発に行われ、参加学生の皆様においても多くの学びや気
づきを得ていたように思います。やはり協同組合の良さは直接人
と人がつながることによって伝わることを再認識しました。
つながりインターンシップに携わった４年間で、協同組合とい

う存在とそこに関わる方々の魅力に気づくことができました。来
年からは社会人としてこの気づきを広めていけるよう、誠実に頑
張って参ります。
改めまして、この素敵なインターンシップに関係する皆様に心

より感謝申し上げます。

企画学生紹介

今年度のインターンシップは、多くの受入団体において対面
活動が解禁されて、対面での実地活動、業務体験、修了報告ま
で完遂されたものであります。
修了生の皆さんは、これら一連のインターンシップ活動を通

じて、実際に働いている方・利用している方との交流（つなが
り）といった、いわゆる「ソーシャル・キャピタル（社会関係
資本）」をも体感できたと推察いたします。
新型コロナウイルス感染症という未曾有の状況では、人との

交流を充分にできないものでありました。しかしながら、この
ような出来事を経験したからこそ、人との交流（つながり）の
大切さ・重要さを学び、今後に生かせるのである、と私は考え
ております。

大学４年生
（２０２０年度修了生）

大学院生
（２０２０年度修了生）

２０２３年度参加学生３名も、企画学生として活躍してくれました！
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関係各位からのメッセージ
今年度のつながりインターンシップ修了に寄せて、関係各位よりメッセージを頂戴しました。

このインターンシップは、受入団体の皆さんの惜しみないご尽力によって大きく支えられていま
すが、同時に、大学教員や研究者、そして実践家など、多様な関係者の協力のもとで成り立って
います。ここでは、関係者全員ではありませんが、振り返り会議にご出席頂いた方々等からの
メッセージを記載します。

皆さんは、仕事に就くときに何を一番大切に考えま
すか？
人が生きていくためには、仕事に就き生活費を稼ぐ

ことはとても大事なことです。
皆さんが働くことや仕事を考える時に、いくら稼げ

るか、どんな仕事かの他に、働き方や、その労働の中
に楽しみや、やりがいはあるか、働く仲間との絆が生
まれる働き方か、その仕事は自分だけではなく周りの
人も幸せにし、より良い地域社会のためになる仕事か
等々、少し立ち止まって考えて欲しいと思います。
行き過ぎた資本主義による競争の中、そのモノサシ

で認められたステータスやキャリアに左右されず、資
本のために働くのではなく、どう生きるのかを自分自
身に問い、ささやかでも他者に喜ばれ、豊かな地域社
会づくりに繋がる、やりがいのある仕事に就いて欲し
いと思います。
立ち止まって考えたり、別の方法や新しい世界を見

つけるために、このつながりインターンシップが良い
きっかけになるようこれからも取り組んでいきたいと
思います。

ワーカーズ・コレクティブ・ネットワーク ジャパン
藤井恵里
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（ワーカーズ・コレクティブでの実習先を選定）
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社会というものを考える時、私たちはついつい巨大なグロー
バル企業や政府をその主要な構成主体としてイメージしがちで
す。学生のみなさんが就職先としてまず考えるのも営利企業に
就職するか、あるいは公務員になるかといった選択肢なのでは
ないでしょうか。
しかし、実際には、私たちのくらす社会では、営利企業でも

政府でもない、様々な主体が活動し、社会的にも経済的にも小
さくない地位を占めています。学生の皆さんがそうした協同組
合やＮＰＯなどの世界を知る窓口として、また、受け入れ団体
の皆さんが自分たちの働く場所の位置や意義について改めて確
認する機会として、このつながりインターンシップ＠協同が大
きな役割をはたしていることを、毎年参加させていただくたび
に実感しています。この貴重な場を協同してつくり、ともに活
動されているすべての参加者の皆さんに心からの敬意と感謝を
伝えたいと思います。
学生の皆さんはこれから、社会に出て行かれると思います。

協同組合やＮＰＯに関わる人もいればそうではない人もいるで
しょう。いずれの場合でも、社会の中には競争だけを原理にす
るのではない、こうした世界もあるのだということを知ってい
ることは、きっと人生の糧になります。このインターンシップ
で感じたこと、考えたことを何かの機会に思い出してもらえる
ととてもうれしく思います。

公益財団法人 生協総合研究所 三浦一浩

ＮＰＯや協同組合といったアソシエーションの発展に必要なのは、次世代への教育です。
ただ、教育への投資は即時的な効果が出づらく、日本の多くの市民活動やＮＰＯではその
ための資金や時間をなかなか捻出できず、後継者不足を引き起こしているのが現状です。
そのような中、つながりインターンシップにおける受け入れ団体のみなさまの１０年にわ
たる教育への投資は、先日の振り返り会議でのお話から、着実に成果を生み出しているこ
とがわかりました。受け入れ団体のみなさまの組織内調整を含むご努力に感謝いたします。
これからも、より良く暮らせる未来に向けて、つながりインターンシップの取り組みを

応援します。
駒澤大学経済学部教授 松本典子

よりよく暮らせる未来に向けて

（事前学習会講師、振り返り会議へのご出席）

（学生への参加呼びかけ、振り返り会議へのご出席）
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学生の皆さんへ
皆さんが生きていく時代は、定常型経済の超高齢社

会。人と人が助け合って生きていくことが重要で、あ
る意味ゆったりと生きていける時代になるでしょう。
その時には数値では測れない人間力、非認知能力が問
われてくると思います。「協同」の学びがきっと役に
立つと思います。

つながりインターンシップへの想い
海外にある「ギャップ・イヤー」制度は上級学校進

学前にさまざまな社会体験を通して自分のライフキャ
リアデザインをおぼろげながら描くためのもの。日本
にはまだ少ないこの「若者育て」に対して、学生目線
を大事にした学生の人生に貢献できるインターンシッ
プであると考えています。

つながりインターンシップの社会的意義
「協同」を感じたり体験したりする場は地域コミュ

ニティからどんどん失われ、「孤立・孤独社会」の抱
える問題は、ひきこもる若者、子育て家族、高齢者介
護等年代を問わず大きく広く深刻になっています。近
未来社会を担う若者の一人でも多くに人と人がつなが
る事で広がる可能性を体感してもらいたい、それがこ
のインターンシップの社会的意義と考えています。

受入団体の皆さんへ
手間暇のかかるインターンシップにご協力くださり

本当に感謝の一言です。苦心されているプログラムか
ら各団体の社会的存在意義が学生へ伝わっていく様を
みているともっともっと多くの地域に広がってほしい
と思っています。

ワーカーズコープ・センター事業団東京中央事業本部
志波早苗
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（つながりインターンシップ前事務局、交流会での社会人としての参加等）
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私たち一人ひとりは社会という視点からみると、とても
小さな存在です。でも、一人ひとりの「よりよい社会にし
たい」という想いがつながり、カタチになると、それはあ
たたかくて強く、確かなものになります。そのカタチの一
つである、協同組合や社会的企業。そこに関わる人達の想
いや仕事に触れる機会である「つながりインターンシップ
＠協同」に参加した皆さんには、さまざまな気づきや発見
があったのではないでしょうか。
何ができるのか想像もつかない中で始めた「協同」を学

ぶインターンシップは今年で１０年目となりました。これ
も多くの方の想いがカタチになったことの一つかもしれま
せん。
学生の皆さんにとっては社会とつながるはじめの一歩の

ようなプログラムですが、この出会いや気づきはぜひ大切
にしてください。経験した時の想いや感覚というのは少な
からず、ご自身の力になっていきます。つながるのって大
変ですが、つながりに助けられることもたくさん出てきま
す。「そうなのかも…」と思えたらインターンシップ参加の
成果ですね！
最後に、受入団体、大学関係、協力・協賛いただいた皆

様、そして企画学生、事務局を担ってくれた久保さん、こ
の企画を通して同じ想いを共有できたことをとても嬉しく
思っています。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

一般社団法人くらしサポート・ウィズ
事務局長 中根 康子
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事務局あいさつ

受入団体の皆様や関係各位のおかげさまをもちまして、今年度のつながりインターン
シップを無事に終えることができました。若い世代に協同の取り組みや社会をよりよく
するしごとを伝えたい、という多くの関係者の皆さまの熱意に深い敬服の念を抱きまし
た。
私は今年度はじめて事務局を務めました。前任の志波早苗さんのエネルギーと愛情あ

ふれるおしごとぶりには到底及びませんが、このような貴重なしごととのご縁を頂いた
ことに感謝しております。また、慣れない事務局業務には大きな不安がありましたが、
受入団体・参加学生・企画学生・関係各位の皆々様方からのアドバイスやご協力を頂き、
また、弊所の中根康子事務局長からのあたたかい声かけを得たことで、最後までやり遂
げることができました。まさに私自身が「非営利・協同の働き方」を体験させて頂いた
と感じています。
参加学生の皆さんには、つながりインターンシップにご参加頂いたこと、そして長期

間にわたるプロセスに最後まで全員が参画してくださったことに心から感謝申し上げま
す。非営利組織や協同組合の存在意義や働き方を、学生の皆さんがそれぞれの感性で学
び取り、色とりどりの言葉で修了報告をまとめあげられましたね。就職など、人生の岐
路に立ちそして歩み出そうとすると、時に苦しい思いをすることもありますが、自分自
身の感性を大切に、お互いにこれからも前に進んでいきましょう。
最後に、２０２３年１２月２１日には受入団体・関係各位を交え「振り返り会議」を

開催しました。今年度の感想や改善案などを話し合うと同時に、つながりインターン
シップの社会的価値を改めて確認し合う機会となりました。次年度も事務局として最善
を尽くして参ります。末筆となりましたが、このインターンシップに関わる全ての関係
者の皆様の益々のご活躍とご発展をお祈り申し上げます。

一般社団法人くらしサポート・ウィズ 久保ゆりえ
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第１０期「協同を学ぶ」インターンシップ実施報告書

２０２３年度 つながりインターンシップ＠協同 修了報告書

２０２３年１２月３１日発行
編集・発行 一般社団法人くらしサポート・ウィズ
〒１６９-００７２ 東京都新宿区大久保２-３-４ 出光新宿ビル４階
ＴＥＬ ０３-６２０５-６７１９
https://kurashidial.or.jp/

*許可なく本冊子からのコピー・転載はご遠慮ください。
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